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撤
回
と
謝
罪
を
求
め
ま
し
た
。（
略
）

そ
の
維
新
が
ナ
チ
ス
と
同
じ
よ
う
に

特
定
の
政
党
の
存
在
を
否
定
す
る
の

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
」
と
意
見
表
明

し
て
い
ま
す
（「
赤
旗
」
７
月
30
日
付
）。 

 
 

第
二
自
民
党
を
自
認 

 

冒
頭
紹
介
の
小
池
晃
氏
は
ま
た
、

維
新
が
「
第
２
自
民
党
」
と
自
身
で

認
め
た
こ
と
に
触
れ
「
維
新
は
自
民

党
政
治
を
変
え
る
つ
も
り
が
な
い
こ

と
」
、
「
自
民
党
馬
場
派
」
で
あ
る
こ

と
が
は
っ
き
り
し
た
と
指
摘
し
ま
し

た
。
維
新
発
足
当
時
か
ら
〝
自
民
党

の
別
働
隊
〟
と
共
産
党
が
指
摘
し
て

き
た
こ
と
が
維
新
自
身
の
言
葉
で
証

明
さ
れ
た
か
た
ち
で
す
。 

 

「健康保険証廃止」をやめさせましょう 

署名用紙を同封しました。裏面に説明、届け先などをお知らせしています。 

 

維
新
・
馬
場
代
表
に
発
言
撤
回
要
求 

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局
長
は
７
月

24
日
、
国
会
内
で
記
者
会
見
し
、
日
本
維
新

の
会
の
馬
場
伸
幸
代
表
が
23
日
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
番
組
で
「
共
産
党
は
日
本
か
ら
な

く
な
っ
た
ら
い
い
政
党
」
な
ど
と
発
言
し
た

し
た
こ
と
に
対
し
、「
民
主
主
義
を
根
本
か
ら

否
定
す
る
暴
論
だ
」
と
述
べ
、
発
言
の
撤
回

を
求
め
ま
し
た
。「
お
互
い
の
意
見
に
違
い
が

あ
っ
て
も
お
互
い
の
発
言
は
そ
れ
ぞ
れ
尊
重

す
る
の
が
民
主
主
義
だ
」
と
、
馬
場
氏
の
発

言
は
許
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
力
説
し

ま
し
た
。 

 
 

馬
場
発
言
に
批
判
殺
到 

 

 

馬
場
氏
の
発
言
に
つ
い
て
は
、「
朝
日
」
が

25
日
、
「
他
党
、
ひ
い
て
は
そ
れ
を
支
持
す

る
有
権
者
を
も
否
定
す
る
も
の
」
と
の
識
者

の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た
他
、
文
化
放
送
の

大
竹
ま
こ
と
氏
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
の
森
本
哲

郎
氏
、
立
憲
民
主
党
代
表
の
泉
健
太
氏
、
岡 

正
体
見
た
り
！ 

こ
れ
が
「
維
新
の
会
」 

「
い
ろ
ん
な
見
が
あ
っ
て
一
点
を
見
つ
け

て
い
く
の
が
民
主
主
義
の
最
も
基
本
の
と

こ
ろ
。
全
く
そ
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な

い
」
な
ど
の
批
判
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
の

他
、
信
濃
毎
日
新
聞
、
東
京
新
聞
や
多
数
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
宗
教
者
ら
か
ら
も
批
判

の
声
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

自
党
へ
の
批
判
に
は 

 

白
鳥
浩
法
政
大
学
大
学
院
教
授
は
、
維
新

の
政
策
の
自
民
党
と
の
相
似
性
を
語
っ
た

上
で
「
か
つ
て
維
新
は
立
憲
民
主
党
の
首
相

経
験
者
か
ら
『
（
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
）
ヒ

ト
ラ
ー
を
思
い
起
こ
す
』
と
言
わ
れ
発
言
の 

 

田
克
也
幹
事

長
、
公
明
党

の
北
側
一
雄

中
央
幹
事
長

な
ど
か
ら
、 

知
事
選
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

は
一
八
三
、
六
九
二
票
（
一

二
・
九
％
）
を
得
ま
し
た
が

及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
紙

で
も
支
援
を
お
願
い
し
ま
し

た
が
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
選
は
現

職
の
大
野
も
と
ひ
ろ
氏
で

一
、
一
三
八
、
九
七
三
票
で

し
た
。
こ
の
選
挙
は
、
大
野

知
事
の 

８
月
６
日
投
開

票
の
埼
玉
県
知
事

選
挙
で
、
日
本
共
産

党
公
認
で
出
馬
し

た
柴
岡
ゆ
う
ま
氏

ん
、 

知
事
の
変
質
に
対
し
て
の
急

遽
の
候
補
擁
立
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
得
票
率
で
は
、
前
回
参

院
選
比
例
の
八
・
二
％
以
上
の

一
二
・
九
％
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
柴
岡
氏
は
、
自
民

党
と
同
じ
政
治
姿
勢
の
知
事

と
は
ひ
き
続
き
闘
っ
て
行
く

と
決
意
表
明
し
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 

 
 

 

 

たくさんの署名で国を動かしましょう 

岸田内閣はマイナンバーカード普及のために健康保険証を来年秋までに廃止する方針ですが、国民の

70％以上が、健康保険証廃止の延期または中止を求めています。こうした批判をさけるためにカードを持

たない人には保険証の代わりに資格確認書を出す（５年間有効）としていますが、それには 240 億円以上

の負担増との批判もあります。それなら現行の保険証を残せば済むことですが、財界からは「ぜひとも保険

証廃止を実現するよう、納期に向けてしっかりやっていただきたい」（経済同友会の新浪剛史代表幹事＝サント

リー社長）が政府にネジを巻いています。これに怒った国民からは現在、サントリー製品の不買運動が起こって

います。怒りを共有する皆さんからたくさんの署名をいただいて政府に届けたいと思います。署名にご協力くだ

さい。記入していただいた署名用紙は、下図の二か所に設置した「署名用紙用のまちかどポスト」に入れていた

だくか、またはＦＡＸ送信してください（署名では、住所などを「同上」とか「、、」などは付加です） 

 

松
尾
建
設
住
宅 

つ
や
こ
美
容
室 

ま
ち
か
ど 

ゆうきや とんかつ仲清 

赤
池
宅 

署
名
用
紙
は
左
記
２
個
所
の
ポ
ス
ト

か
、
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
願
い
し
ま
す 

右 

袋
山
１
８
２
９ 

赤
池
宅 

左 

恩
間
３
５
５-

２
レ
ン
タ
ル
ス
ペ

ー
ス
「
ま
ち
か
ど
」 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

９
７
６
ー
８
０
６
３ 

「
赤
旗
日
曜
版
」
８
月
13
日
付
掲
載 

 

「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
よ
う
に
生
理
用
品
を
」

と
、
ト
イ
レ
に
無
料
の
生
理
用
品
設
置
を
求
め
た
高
校
生
３

人
の
陳
情
が
岡
山
県
議
会
で
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
（
７
月
５
日
） 

３
人
は
２
年
生
の
時
の
「
総
合
的
な
探
求
」
の
授
業
で
「
ト

イ
レ
に
ナ
プ
キ
ン
を
置
く
の
は
ど
う
か
な
」
と
話
し
合
い
、

「
生
理
の
貧
困
」
を
解
決
す
る
グ
ル
ー
プ
「
生
理
革
命
委
員

会
」
を
結
成
。「
選
挙
に
行
け
な
く
て
も
社
会
を
変
え
よ
う
」

と
、
単
に
請
願
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
予
算
の
確
保
が
難
し

い
」
と
断
ら
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
で
２
１
２
万
円
も
集
め
つ
つ
、
学
外
の
討
論
会
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ウ
ム
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年

の
同
様
の
陳
情
に
反
対
し
た
自
民
党
を
も
動
か
し
ま
し
た
。 

 
 

 

共
産
党
の
氏
平
三
穂
子
・
県
議
は
感
動
し
、
来
年
以
降
も

設
置
し
続
け
る
た
め
の
予
算
確
保
に
が
ん
ば
る
と
表
明
。 

 
 

高
３
女
子
３
人
組
が
県
議
会
動
か
す 

7月 25日に発表された党史『日本共産党の百年』が評判です。「日刊スポーツ」は７月 26日の「政

界地獄耳」欄で「共産党 100年の重み」とのタイトルで、志位委員長が 25日に記者会見で発表し

た内容を紹介した上で「確かに 100 年を迎える政党が世界にあるだろうか」と協調、、その上で、

「党史ではさまざまな誤り、歴史的制約もある中、自己改革を率直に書き込んでいる」と紹介して

います。この本は書店で購入できます（定価 1650円）   


